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衆
議
院
議
員
中
島
克
仁
君
提
出
介
護
施
設
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お
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消
火
設
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設
置
推
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に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
福
祉
施
設
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
社

会
福
祉
施
設
等
の
利
用
者
は
、
火
災
や
地
震
な
ど
の
発
生
の
際
に
自
力
に
よ
る
避
難
が
困
難
で
あ
る
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、

当
該
施
設
の
設
置
者
、
管
理
者
等
が
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
対
策
を
講
ず
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

二
に
つ
い
て

消
防
庁
に
お
い
て
は
、
毎
年
三
月
三
十
一
日
現
在
で
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
の
実
態
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
当
該
調
査
に
よ
り
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
別
表
第
一
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る
施
設
の
総
数
及

び
当
該
施
設
の
う
ち
実
際
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
の
数
並
び
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
同
項
ハ
に
掲
げ
る
施
設
の
総
数
及
び
当
該
施
設
の
う
ち
実
際
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
が
設
置
さ

れ
て
い
る
も
の
の
数
を
把
握
し
て
い
る
。

一



三
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
介
護
施
設
に
お
い
て
消
火
設
備
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
）
の
設
置
が
進
ま
な
い
と
い
う
現
状
」
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
総
務
省
及
び
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
特
に
火
災
対
策
が
必
要
な
介
護
施
設
等
に

お
け
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
法
制
上
及
び
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
効
果
的

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
例
え
ば
、
消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）

に
よ
り
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
介
護
施
設
等
の
範
囲
を
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
拡

大
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
介
護
施
設
等
に
お
け
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の

設
置
に
関
し
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

二


